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第 2 四半期連結累計期間業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 2023 年 7 月 31 日に公表しました 2024 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間(2023 年 4 月 1 日～2023 年

9 月 30 日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

記 

Ⅰ．業績予想値と決算における実績値との差異について 

2024 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想と実績の差異（2023 年 4 月１日～2023 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 
四半期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 45,200 △1,200 △1,050 △900 △37.19円 

今 回 発 表 実 績（Ｂ） 45,272 △607 △304 △406 △16.78円 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 72 593 746 494 － 

増 減 率            （％） 0.2 － － － － 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（2023 年 3 月期第 2四半期） 

46,897 2,199 2,796 1,491 59.52 円 

 

Ⅱ．差異が生じた理由 

当第2四半期累計期間の業績は、樹脂化成品事業、製紙用薬品事業、電子材料事業、ローター事業

の各事業とも需要環境厳しく、売上数量の本格的な回復には至りませんでしたが、収益面では、原

材料価格高騰分を販売価格へ一部転嫁できたこと、業務効率化等により収益性が改善し、営業損失、

経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失とも、前回の予想より損失幅を大きく縮小すること

ができました。 

なお、当期（2023年4月1日～2024年3月31日）の業績予想につきましては、2023年7月31日の第1四

半期決算発表時の公表数字を修正しておりません。今後業績予想修正が必要となった場合には、速

やかに公表いたします。 

                                                                        以上 


